
内
閣
衆
質
一
五
三
第
三
九
号

平
成
十
四
年
一
月
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

綿

貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
原
陽
子
君
提
出
絶
滅
危
惧
種
ジ
ュ
ゴ
ン
と
米
軍
基
地
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
四
年
一
月
十
八
日
受
領

答

弁

第

三

九

号



衆
議
院
議
員
原
陽
子
君
提
出
絶
滅
危
惧
種
ジ
ュ
ゴ
ン
と
米
軍
基
地
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

�
に
つ
い
て

沖
縄
周
辺
海
域
に
生
息
す
る
ジ
ュ
ゴ
ン
の
生
息
数
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
行
動
、

食
性
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
十
分
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
環
境
省
に

お
い
て
は
、
ジ
ュ
ゴ
ン
の
全
般
的
な
保
護
方
策
を
検
討
す
る
た
め
、
ジ
ュ
ゴ
ン
と
そ
の
え
さ
と
な
る
海
草
が
生
育
す
る
藻
場

に
関
す
る
広
域
的
な
調
査
を
沖
縄
周
辺
海
域
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
在
、
専
門
家
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

調
査
手
法
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

政
府
と
し
て
は
、
ジ
ュ
ゴ
ン
と
藻
場
に
関
す
る
広
域
的
な
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
漁
業
関
係
者
を
始
め
と
す
る
地
元
の

理
解
を
得
つ
つ
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
四

条
第
三
項
に
規
定
す
る
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
と
し
て
政
令
で
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

�
及
び
�
に
つ
い
て

普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
に
つ
い
て
は
、
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
に
係
る
政
府
方
針
（
平
成
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日
閣

議
決
定
。
以
下
「
政
府
方
針
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
「
地
域
の
住
民
生
活
及
び
自
然
環
境
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ

一



と
の
な
い
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
行
う
」
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
「
代
替
施
設
の
基
本
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
政

府
、
沖
縄
県
及
び
地
元
地
方
公
共
団
体
の
間
で
協
議
機
関
を
設
置
し
、
協
議
を
行
う
」
こ
と
と
し
て
い
る
。

政
府
方
針
に
従
い
、
政
府
は
、
平
成
十
二
年
八
月
二
十
五
日
に
設
置
し
た
代
替
施
設
協
議
会
に
お
い
て
、
沖
縄
県
及
び
地

元
地
方
公
共
団
体
と
の
間
で
累
次
協
議
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同
協
議
会
は
、
沖
縄
県
及
び
地
元
地
方
公
共
団
体

の
意
見
等
を
総
合
的
に
踏
ま
え
て
、
平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日
、
代
替
施
設
基
本
計
画
主
要
事
項
に
つ
い
て
次
の
決
定

（
以
下
「
協
議
会
決
定
」
と
い
う
。
）
を
行
っ
た
。

�

具
体
的
建
設
場
所
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
意
向
を
踏
ま
え
た
リ
ー
フ
上
の
案
と
し
、
環
境
面
、
技
術
面
等
を
考
慮
し
、

可
能
な
範
囲
で
極
力
沖
側
及
び
北
東
側
に
位
置
さ
せ
る
方
向
で
検
討
す
る
。

�

規
模
に
つ
い
て
は
、
軍
民
共
用
飛
行
場
を
前
提
に
、
種
々
制
約
条
件
が
あ
る
と
思
う
が
、
名
護
市
長
か
ら
の
御
要
望
に

も
鑑
み
、
米
側
と
の
協
議
も
踏
ま
え
つ
つ
、
さ
ら
な
る
工
夫
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

�

工
法
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
建
設
場
所
を
踏
ま
え
た
最
適
な
工
法
を
検
討
す
る
。

�

今
後
、
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
日
米
間
で
緊
密
に
協
議
を
行
い
つ
つ
、
防
衛
庁
等
を
中
心
に
関
係
省
庁
等
の
協
力
を
得

て
検
討
を
行
い
、
本
協
議
会
に
お
い
て
、
そ
の
結
果
を
参
考
に
、
基
本
計
画
案
を
最
終
的
に
決
定
す
る
。

二



政
府
と
し
て
は
、
今
後
、
政
府
方
針
及
び
協
議
会
決
定
に
従
い
、
代
替
施
設
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

三


